




















































































1851 1866 18761881 1891 19011911
外国人人口 379，289 655，036801，7541，001，090 1，130，2111ρ37，778U59，835
128，103 275，888　　－一幽・ 374，498 432，265 465，860323β90287，126ベルギー人人ロ
Cタリア人人口 63，307 99，624165β13 240，733286，082 330，465 419，234
帰化人人口 13，525 16，286 34，510 77，046170，704 221，784252，790
総人口に占める
[も国人人口の割合 1．05





















































































調査年次 人　口 増加数 増加率（％）
1806 99，169
1811 96，271 一2β98 一2．98
1816 106，872 10，601 11．01
1821 109，483 2，611 6．02
1826 115，943 6，460 5．90
1831 132，300 16，357 14．11
1836 148，597 16，297 12．32
1841 156，060 7，463 5．02
1846 183，186 27，126 17．38
1851 195，138 11，952 6．52
1856 233，817 38，679 19．82
調査年次 人　口 増加数 増加率（％）
1861 260，910 27，093 11．59
1866 300，131 39，221 15．03
1872 312，864 12，733 4．24
1876 318，868 6，004 1．92
1881 357，530 38，662 12．12
1886 375，378 17，848 4．99
1891 403，749 28，371 7．56
1896 442，239 38，490 9．53
1901 491，161 48，922 11．06
1906 517，478 26，317 5．36
























































































1821－2 1846－51 1869 1821－2 1846－51 1869
ブーシュ＝デュ＝ローヌ県 19 15 10 24 13 10
他のプロヴァンス地方 29 20 15 31 25 14
プロヴァンスの合計 48 35 25 55 38 24
一 一 一 一 一 一他の後背地 14 16 20 17 22 25
他のフランス地域 19 24 35 9 19 37
イタリア＊1 13 18 15 13 16 10








































調査年次 イタリア人人口（括弧烽ﾌ数値は増加数） 増加率（％） マルセイユの総人口
総人口に占めるイタリ
A人人口の割合（％）
1851 16，109 195，138 8．26
1861 20，667（4，558） 28．29 260，910 7．92
1866 29，649（8，982） 43．46 300，131 9．88
1872 38，536＊1（8，887） 2997 312，864 12．32
1876 49，803（11，267） 29．24 318，868 15．62
1881 57，861（8，058） 16．18 357，530 16．18
1886 59，823（1，962） 339 375，378 15．94
1891 70，328（10，505） 17．56 403，749 17．42
1896 72，299（1，971） 2．80 442，239 16．35
1901 90，111（17，812） 24．63 491，161 18．35
1906 92，983（2，872） 3．19 517，478 17．97






調査年次 イタリア人人口 外国人人口 外国人人口に占めるCタリア人人口の割合
1851 16，109 18，778 85．79
1861 20，667 31，190 6626
1866 29，649 37，332 79．42
1876 49，803 54，854 90．79
1881 57，861 66，271 87．35
1886 59，823 66，175 90．40









































調査県（括弧内は県庁所在地） 正861 1872 1881 1891 190119 1
セーヌ県（パリ） 57．0 64．0 62．9 57．6 57．4 54．7
ローヌ県（リヨン） 28．0 3α4 35．3 35．0 38．3 38．5
ブーシュ＝デュ＝ローヌ県（マルセイユ） 18．0 29．7 29．3 28．2 30．1 30．5
アルプ＝マリティーム県（ニース） 4．5 6．1 8．0 14．2 22．0 28．9
ヴァール県（トゥーロン） 15．5 218 22．4 19．0 26．6 27．6
エロー県（モンペリエ） 11．0 13．3 17．0 19．8 27．3 26．5
ヴォークリューズ県（アヴィニョン） 10．0 12．6 11．7 11．0 19．421．9
































































































































ボルドー ルアーヴル マルセイユ ブーローニュ
1889 1，233 9，414 6，986
1890 1，126 12，854 4254
1891 594 13，796 2，580
1892 345 8，119 1，721 1，763
1893 456 6，584 1，870 1，408





















































































































調査区（Cantons） 外　国　人 総　人　口 外国人の割合 順位
ler 13，672 43，063 3L7 2
2e 7，202 70，189 10．3 10
3e 5，539 28，821 19．2 7
4e 5，032 37，514 13．4 9
5e 20，882 67，846 30．8 3
6e 3，726 43，583 8．5 11
7e 15，363 44235 34．7 1
8e 2，407 33，079 7．3 12
9e 6，542 34，616 18．9 8
10e 8，733 39，284 22．2 4
lle 6，836 34，954 19．6 6
12e 2，901 13，977 20．8 5



























































農林漁業 工　業＊2 商　業 奉公サーヴィス 自由業＊3







6，89818，337 8，705 1，988 57523，720　2，237フランス人
























性’ 13（0．9％） 1，407（59％） 190（4．7％） 314（2．0％） 76（1．7％）
189　　235　　118　　　　．．一 245　7，007　1，74004　　877　　674 4，817 6　　287　　145外国人．
浴@　性 9（3．7％）．冒「．■冒．■． 348（4．7％） 　　　．．一．Q5（2．8％） 107（2．2％） 　　　　　　．．一．P1（3．7％）
女性の
香@　数
2β20　1，718　1，0463，12729，59218，7044β39　 ，747　6，2092q407 290　4，638　1，414
22（1．3％）
．．一一．一．．．
P，755（5．6％） 215（4．5％）
．一．．．．．．
S21（2．0％）
一「T．■－．
87（1．8％）
＊1ﾙ主に有給で雇用される雇用者だけが，就業者か失業者に分類されている。上段の数値は就業者，下段の数値は失
　業者であり，括弧内の割合は雇用者内のみの失業率を示す。失業者とは通常は事業所に雇用されて働いているが，
　調査時に一時的に失業中であったもの。
＊2ﾌ掘業，加工業，運輸業，倉庫業が含まれ，厳密な意味での「工業」とはかなり異なる。それでも，加工業が最も
　多数となっている。
＊A’ ?ｱ員も含まれる。ただし，国営工場の従業員は，工業の部門に含まれる。
’4 tランス人には，自県内出身（出生：以下同様）者，他県出身者，外国出身者，出身地不詳者，帰化人を含める。
＊5O国人には，外国出身者，フランス出身者，出身地不詳者を含める。この外国人とフランス人を合計した数値が総
　数となる。
＊分類不能の1，284人は表作成の対象外とした。
recensement　de　1901，　t．1，　pp，　XVII－XVIII；t．　2－2e　partie，　pp，642－643，652－653，657－680．より作成。
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フランス人男性
外国人男性
男性の総数
フランス人女性
外国人女性．
女性の総数
■工業の雇主
彪　Ilmeの雇用者
翻　工業の独、ヱ就業者
目商業の雇li
国商業の雇用者
皿　商業の独艶就業者
圃奉公の雇用者
圃自巾業の雇L
圏自由業の雇用者
口　自由業の独、TJ．就業者
　　　0　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　100％
’： A業者割合には農林漁業を除いた各種産業の雇主，雇用者内の就業者，独立就業者が含まれる。
　recensement　de　1901，　t．2－2”partie，　pp．652－653．より作成。
図10　国籍，産業・従業上の地位別就業者割合＊’（1901年のブーシュ＝デュ＝ローヌ県）
フランス人男性
外国人男性
男性の総数
フランス人女性
外国人女性
女性の総数
圏就業者
國失業者・1
口非労働力人II’1
　　　0　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　100　％
＊1 ﾙ用者内の失業者のみ。　”15歳以上人口から労働力人口を差し引いた人口。
　recensement　de　1901，　t．2－2’partie，　pp．642－643，652－653．より作成。
図ll　国籍別労働力と非労働力（15歳以上人ロ）（1901年のブーシュ＝デュ＝ローヌ県）
なっているのが確かめられる81〕。農林漁業を除いた就業者の割合を表す図10からは，男性で
は工業の雇用者が，女性では奉公職も重要であるのが確認できる。図からは把握できないが，
スイス人とドイツ人の女性は，就業者の50％以上が主に女中となっていた。外国人の就業者
に，11業の雇用者の割合が男女ともより高いのは，イタリア人男性が75．6％，イタリア人女性
が45．3％と高い割合を示していたからであった。
　図11では，労働力人口と非労働力人口との比較から就業状態を分析すると，外国人の就業
者の害IJ合がより高い。イタリア人男性のみでは91．0％と極めて高い割合になり，イタリア人女
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性も47．2％であった。よって，いかに多くのイタリア人，特にイタリア人男性が，就労目的で
ブーシュ＝デュ＝ローヌ県やマルセイユにやって来ていたのかがわかるであろう。又，外国人
男性の失業者の害IJ合が4．9％と高く，イタリア人男性では5．1％と最も高い割合になるのは，失
業率の高い工業の部門に，イタリア人男性が集中していたのが原因であった。
　20世紀初頭の経済地理学者ポール・マッソンPaul　Massonは，路面電車がかなり普及した
1921年においても，イタリア人の労働者たちは雇われた工場の出来るだけ近くに住むことを
望んでいたと指摘していた82）。少なくとも本稿が対象としている期間では，イタリア人はより
仕事場に近い所に居住していたと考えられるだろう。そこで最後に，イタリア人の居住傾向を，
図6の調査区を再び参照しながら，すでに把握できた就業状態との関連でまとめておきたい。
1区と3区に該当する，旧港の北側にある旧市街は，イタリア人が最も多く集まる場所の一つ
で，漁業を営むことが多かったナポリからの移民が目立っていた。ナポリの漁師たちは，初め
は漁期ごとにマルセイユにやって来ていたが，徐々に家族を伴って定着するようになる。かつ
ては豪華な邸宅であった場合もある，荒廃した古い家屋の限られた空間しかない各部屋に，イ
タリア人の家族全員や，五，六人の独身者たちが，埋め込まれて暮らしていた。「小ナポリ
Petit　Naples」とまで呼ばれていたこれらの地区では，食料品店や衣料品店，理髪店，金物屋，
カフェ，薬屋などの，様々な商店がイタリア人たちによって開かれていた。その他にも，イタ
リア人によるあらゆる職業が見受けられたが，特に，靴屋や仕立屋，帽子製造業者，指物師，
石工などの手工業者が多数であった83）。
　ラザレやアランクといった諸街区のある4区には，仕事場である停泊区の近くにいることを
好んだ，イタリア人の港湾労働者たちが住んでいた。そして，都市の北部に位置する5区や7
区では，都心により近い地帯に，搾油工場や（ろうそくの原料である）ステアリン製造工場
石鹸工場などがあった。より遠くの北の地帯には，化学工場や砂糖の精製所，瓦工場，製粉所
などがあり，多くの移民労働者を引き寄せていた。とりわけ搾油工場や製粉所，瓦工場などで
は，1911年にそれぞれ5，000人近くものイタリア人が，労働者として雇われていた。そして，
石鹸工場では約2，000人，製粉所では約1，800人のイタリア人が，同じく1911年に働いていた。
仕事がよりきつくない，砂糖の精製所やステアリン工場では，女性が多く雇われる傾向にあっ
たようであるs4）。
　9～11区の南部や南東部の諸地区でも，より少数のイタリア人の労働者が，まだ住み続けて
はいた85）。しかし，これらの諸地区では，極めて限られた人数ながらも，イタリア人社会で影
響力のある実業家たちも居住しており，ブルジョワが多く住む諸地区などでは，女中として雇
われるイタリア人の女性も多く見られた86）。このようにマルセイユのイタリア人たちは，工場
労働者が圧倒的に多数であったとはいえ，その他にも様々なあらゆる職業に従事しながら，マ
ルセイユで都市生活を営んでいたのであった。
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おわりに
　国勢調査などの統計資料に基づきながら，19世紀初頭から20世紀にかけてのマルセイユの
移住の長期変動を明らかにすることが，本稿が設定した大きな課題であった。統計分析の結果
からは，第二帝政期に該当する1851－1871年の期間には国内移住が顕著で，この期間に増加し
つつあった外国からの移住，移民が次の1872－1911年の間に重要となっていたことが判明した。
本稿が対象とした期間内に，常に国内移住も移民も同時に見受けられたのは確かであるが，し
かし，主要な移住の流れは，19世紀から20世紀初頭の間に国内移住から移民へと推移してい
たのである。
　当時のマルセイユの住民たちの，いくつかの証言からも，第二帝政期における外国からの移
住者は，国内移住者と同じような扱いを受けており，むしろ，この時期に増加したフランシオ
と呼ばれた，プロヴァンス語でなくフランス語を日常的に話す移住者に対する用心深さと毛嫌
いが，幾人かのマルセイユの人々には感じられた。第三共和政期の1872－1911年には，統計数
値でマルセイユの人口変動を客観的に見ていた統計学者は，移民の社会的重要性を痛感するよ
うになり，労働力不足を懸念していた経済界の人たちは，「警戒して観察しながら」移民を受
け入れるように勧めていた。一般住民の感情については本稿では十分に展開することができな
かったが，不況時の19世紀末には，特にフランス人労働者などは，より安い賃金で働く移民
労働者のイタリア人に敵意を抱く場合もあったと考えられる。又，出生率の低下の問題や，増
加する外国人の管理の問題に，当時のフランス政府がどのような措置を講じたのかに関しても，
1889年の国籍法の意義を問いながら検討してきた。この1872－1911年の期間は，とりわけ外
国人が多数いたマルセイユでは，あらゆる階層の人々がかつてなく「移民」を意識せざるを得
なくなっており，その後も多くの移民労働者を受け入れ続けるフランス社会での，まさしく
「移民」の時代の幕開けを港湾都市マルセイユの人々は体験していたと言えるだろう87）。
　移住者の数量的動向を把握した後には，都市における移住者，本稿ではイタリア人が大部分
を占めた1901年の外国人の地理的分布を確認し，移住者の居住傾向が都市改造や就業状態と
いかに密接に関わっていたのかを，都市地図などを用いながら概観してきた。19世紀の後半
以降，都市の北部に建設された新港沿いには，工業中心地帯が発展し多くの移民労働者を引き
寄せていた。かつてより外国人が多数いた旧港の北側の旧市街も，1864年の帝国通りの建設
後に，さらに外国人が集中するようになっていた。そして，外国人人口の約91％を占めてい
たイタリア人は，工場労働者が圧倒的に多数ではあったが，都市固有の多様な労働力需要を満
たすために，その他にも様々な職業にマルセイユで従事していたのであった。
　1901年の国勢調査にもなると，移住者，特に外国人の地理的分布と就業状態を簡潔に知る
ことが可能となっていた。これは統計技術の発達や，統計への関心の高まりなどの理由に加え
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て，統計学者や国勢調査を刊行する国家が，国籍の調査事項が初めて導入された1851年より
もはるかに，外国人人口に注意を払うようになっていた結果であると考えられる88）。本稿では，
この国勢調査などのマクロな統計資料を分析して，移住現象の長期的な動向は具体的に把握で
きたのだが，マルセイユに暮らしていた移住者たちの姿を，詳細に描き出すことは出来なかっ
た。今後は本稿での分析を基礎にして，すでにいくつかの研究が行っているように，マルセイ
ユの特定の街区や職業などに焦点を絞りながら，ミクロな視点に基づいた研究も行っていく必
要があるであろうew）。
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　di　la　fin　du　XIXe∫招dθ，　Il，　Rome，1981，　p．174．
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9）　パリに関する移住の歴史研究では，ルイ・シュヴァリエの一連の著作がまず重要である。Louis
　Chevalier，　La　formation　de　la　population　pan“sienne　au　XJXe　stecle，　Paris，1950，Idem．　Classes
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　（以下Rossi，　Emigragione　e　colonieと略記）マルセイユ領事管区Il　distretto　consolare　di　Marsiglia
　にはブーシュ＝デュ＝ローヌ県を始めとするプロヴァンス地方の諸県と，南西部のラングドック地方
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23）　Sewel］，　op．　cit．，　p．1．パン屋の息子としてマルセイユに生まれ，後に歌や詩を書き成功を収め，マ
　ルセイユで最も名高いシャンソニエchansonnierの一人となったヴィクトール・ジェリュVictor
　Gelu（1806－1885）は1810年代に幼年時代を過ごし，大陸封鎖の影響で当時のマルセイユでは，「波
　止場には誰もおらず，街は死んだようであった。」と回想していた。Victor　Gelu，　Marseitle　au　XIXe
　舘2cZθ，6dit6　par　Pierre　Guiral，　Lucien　Gaillard　et　Jorgi　Reboul，1971，　p，31．ジェリュについては以
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　R6sultats　statistiques　du　de’nombrement　de　1891，　Paris，1894，　pp．482－494，506（以下de’nombrement　de
　1891と略記）；Minist色re　du　Travail　et　de　la　Pr6voyance　Sociale，　Bureau　de　la　Statistique　G6n6rale
　de　la　France，1～e’sultats　statistiques　du　recensement　ge’n6ral　de　la　population　effectue’le　5　mars　1911，
77
國府　久郎
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　　　　　　　　Migration　in　Marseille（1806－1911）
The　transformation　from　internal　migration　to“immigration”
KOKUBU　Hisao
　　　During　the　period　from　the　nineteenth　century　to　the　beginning　of　the　twentieth
century　in　France，　while　population　growth　was　stagnant　dine　to　the　falling　birth　rate，　the
concentration　of　population　was　occurring　in　urban　areas，　which　was　in　fact　the　process
of　urbanization．　However，　the　labor　force　was　insufficient　with　only　the　internal　migrants
in　France　where　industrialization　was　progressing，　so　the　country　had　little　choice　but　to．
depend　on　immigrants　from　foreign　countries．
　　　Using　statistical　data・，　such　as　national　census　data　etc．，　this　paper　aims　to　ascertain
maconcrete　manner　the　long－term　trends　of　migration　in　Marseille．　Marseille　was　a　port
city　in　southern　France　where　internal　migration　played　an　important　role　and　where
foreigners，　especially　Italians，　were　extremely　concentrated．　This　paper　will　also　review
what　Marseillais　thought　of　the　phenomenon　of　migration　at　the　time　it　was　in　the　proc－
ess　of　changing　from　internal　migrants　to　foreign　immigrants．
　　　The　percentage　of　Italians　in　the　total　population　of　Marseille　reached　a　peak　of　18％
in　1901，　which　rose　to　91％when　looking　only　at　the　foreign　population．　Many　of　these
Italians　were　working　as　factory　workers　in　the　industrial　area　irl　the　northern　part　of　the
city，　which　had　been　constructed　along　with　new　ports　in　the　late　nineteenth　century．
However，　in　Marseille，　they　were　also　working　in　various　jobs　to　meet　varied　labor　force
demand　of　the　city．
Keywords：urbanization，　Marseille，　internal　migration，　immigration，　Italians
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